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	 アメーバ状生物・粘菌（以降「アメーバ」）は、単細胞ながら、環境に適応して自らの体を適切

に変形させることで合理的な振舞いを実現することができる。その変形ダイナミクスにおいては、

センシング機能、情報処理機能、アクチュエーション機能が明確に分離されておらず、それらが

融合した形で実行される。そこからは、環境から情報をセンシングし、エネルギーを取込み、効

率良く処理や通信を行える、新たな小型・低消費電力の IoT デバイスの重要な設計指針が得られ

るだろう。本講演では、こうしたアメーバのユニークな行動原理に着想を得た技術パラダイムに

関する著者を含む共同研究グループの最新の研究成果をいくつか紹介する。まず、アメーバの変

形行動を光刺激により誘導することで組合せ最適化問題「巡回セールスマン問題」の解を探索さ

せる実験システムである「アメーバ計算機」およびその解探索プロセスの数理モデル[1]を紹介す

る。そして、より抽象度の高い「充足可能性問題」の解を探索する「アメーバ型最適化アルゴリ

ズム」と、このアルゴリズムをアナログ電子回路[2]やデジタル電子回路[3,4]により実装する「ア

メーバ型最適化チップ」の解探索性能を評価した結果を紹介する。最後に、自在に変形する柔軟

な素材を用いることで、未知の複雑な環境をも走破し荷物を運搬する仕事を担う「アメーバ型移

動ロボット」[5]の研究開発の現状について紹介する。 
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